
















　第 4 節　 保険金受取人と保険契約者の債権者との関係




　第 2 節　 アメリカにおける保険金受取人の指定・変更
 （以上、京女法学第 9 号）
　第 3 節　生命保険契約上の保険契約者の処分権と保険金受取人の権利




　　第 2 款　 保険事故発生前における保険契約者の債権者と保険金受取人
の権利の調整
















　　　 2 　BGB 施行後の状況

































































































































（保険毎日新聞社，1997 年）69 頁（＝初出：保険学雑誌 403 号 104 頁（1958 年））、山
下友信「生命保険金請求権取得の固有権性」同『現代の生命・傷害保険法』（弘文堂，
1999 年）51 頁頁以下（＝初出：民商 80 巻 2 号 206 頁（1980 年）・民商 83 巻 5 号 571
頁（1981 年））、藤田友敬「保険金受取人の法的地位（1）・（6）」法学協会雑誌 109 巻
5 号 719 頁以下（1992 年）、110 巻 7 号 991 頁以下（1993 年）参照。
⑵　RGZ 51, 403; 71, 324; LG Stuttgart NJW 1995, S.1073.
⑶　J. von Staudingers, Kommmentar zum BGB mit Einführungsgesetz und Nebengesetzen. 
Recht der Schuldverhältnisse, de Gruyter, 15Aufl.2015; Palandt, BGB Kommmentar 
mit Nebengesetzen, Verlag C.H.Beck, 75Aufl.2016. なお、第三者のためにする契約に
関する詳細な分析としては、Walter Bayer, Der Vertrag Zugunsten Dritter: Neuere 
Dogmengeschichte-Anwendungsbereich - Dogmatische Strukturen, Mohr Siebeck, 
1995. また、第三者のためにする生命保険に関する規律にかかる主な注釈書として、
Bruck/Möller, VVG Kommmentar, de Gruyter, 9aufl.2013; Prölss/Martin, 
Versicherungsvert- ragsgesetz-Kommentar, 30 Aufl., 2018.
京女法学　第 14 号98

























冊 NBL146 号（2014 年）による。以下、同じ）。
⑸　BGB328 条 1 項「契約は、第三者が給付請求権を直接に取得する効果を伴って第三
者への給付を目的とすることができる。」


























⑺　Staudingers, a.a.O. （Fn.3）, §328ff., Rn.1, S.10 〔〔Rainer Jagmann〕〕: Palandt, a.a.O. 
（Fn.3）, §328ff., Rn.1, S.561 〔Christian Grüneberg〕; Bayer, a.a.O. （Fn.3）, S.131.




求権を取得する旨を定める BGB 328 条 1 項である（なお、第三者の権利取
得という効果を条件にかからしめることもできる）。第三者は、契約に対し
て何らの関与をすることも必要とされずに権利を取得することができるが、
この権利を拒絶することもできる（BGB 333 条⑼）。また、BGB 331 条 1
項⑽および 332 条⑾の規定は、明確に生命保険契約そのものに適用される規
定であるとはされていないが、生命保険契約との関係で重要性を有する規定








VVG 159 条 2 項⒀は、その他の合意がない場合に、第三者は撤回可能性の
a.a.O. （Fn.3）, §328ff., Rn.2, S.561 〔Grüneberg〕; Bayer, a.a.O. （Fn.3）, S.131.
⑼　BGB 333 条「第三者が契約から取得した権利を諾約者に対して拒絶したときは、そ
の権利は取得されたものとみなす。」





⑿　VVG 159 条 1 項「保険契約者は、疑義があるときは、保険者の同意を得ることなく、
第三者を保険金受取人に指定することができ、かつ、このようにして保険金受取人に
指定した第三者を別の者に変更することができる。」（なお、本稿におけるドイツ保険
契約法の各条文の翻訳は、新井修司＝金岡京子共訳『ドイツ保険契約法（2008 年 1 月
1 日施行）』（日本損害保険協会＝生命保険協会、2008 年）による。以下、同じ）。





人としての権利について規定している。他方、VVG 160 条 1 項⒂は、複数
人が保険金の受取割合を定めることなく指定されている場合、あるいは「相
続人」が保険金受取人として指定されている場合の解釈準則を規定している。














⒁　VVG159 条 3 項「撤回の可能性がない受取人に指定された第三者は、受取人指定を
うけたときにすでに、保険者に対する給付請求権を取得する。」
⒂　VVG160 条 1 項「複数の人が、その受取割合を定めることなく、受取人に指定され
ているときは、各人は、同一の割合で保険金を受け取る権利を有する。一人の受取人
が取得しなかった部分は、その他の受取人に増加配分される。」

























kritischer Kommentar zum BGB: Band II: Schuldrecht Allgemeiner Teil. 2. Teilband: 
305-432, Mohr Siebeck 2007, §328-335 Rn.5 ff.; Bayer, a.a.O. （Fn.3）, S.5 ff, S.27 ff..
⒅　Schmoeckel/Rückert/Zimmermann, a.a.O. （Fn.17）, §328-335 Rn.13 ff; Enneccerus Ludwig 
Theodor Kipp und Martin Wolff/Heinrich Lehman, Recht der Schuldverhältnisse. 
Schuldrecht Band 2. /14., S.146.
⒆　Schmoeckel/Rückert/Zimmermann, a.a.O. （Fn.17）, §328-335 ff. Rn.16, 17.
⒇　Max Kaser, Das römische Privatrecht. Erster Abschnitt: Das altrömische, das 
vorklassische und klassische Recht, Beck 2.Aufl. 1971, S.262; Schmoeckel/Rückert/
Zimmermann, a.a.O. （Fn.17）, §328-335 ff. Rn.7.























22　Kaser, a.a.O. （Fn.17）, S.520; Schmoeckel/Rückert/Zimmermann, a.a.O. （Fn.20）, 
§328-335 ff. Rn.8.
23　Schmoeckel/Rückert/Zimmermann, a.a.O. （Fn.17）, §328-335 ff. Rn.9.
24　Schmoeckel/Rückert/Zimmermann, a.a.O. （Fn.17）, §328-335 ff. Rn.10 ff.
25　なお、この時期の第三者のためにする契約一般を扱う文献としては、Bähr, Ueber 
die s.g. Verträge zu Gunsten Dritter, JherJb Bd.66.S.131（1863）; Bähr, Ueber die 
Verträge zu Gunsten Dritter und über die Schuldübernahme, AcP Bd. 67, S.157
（1884）; Unger, Die Verträge zu Gunsten Dritter, JherJb Bd. 10.S.1 （1871）.





















おいて成立した、1756 年「マキシミリアン民法典（Codex Maximilianeus 
Bavaricus Civils）」（バイエルンラント法。以下 MBC 法典）およびプロイ
セン「普通ラント法」の考えによるものである。すなわち、MBC 法典は、
27　Schmoeckel/Rückert/Zimmermann, a.a.O. （Fn.17）, §328-335 ff. Rn.18.
28　Schmoeckel/Rückert/Zimmermann, a.a.O. （Fn.17）, §328-335 ff. Rn.18.
29　Schmoeckel/Rückert/Zimmermann, a.a.O. （Fn.17）, §328-335 ff. Rn.29.
30　Schmoeckel/Rückert/Zimmermann, a.a.O. （Fn.17）, §328-335 ff. Rn.35 ff.
31　Bayer, a.a.O. （Fn.3）, S37 ff.
























33　Schmoeckel/Rückert/Zimmermann, a.a.O. （Fn.17）, §328-335 ff. Rn.42 ff.
34　Bayer, a.a.O. （Fn.3）, S.57.
35　Bayer, a.a.O. （Fn.3）, S.64 ff.
36　Schmoeckel/Rückert/Zimmermann, a.a.O. （Fn.17）, §328-335 ff. Rn.53 ff.; Bayer, 



















なる（BGB 330 条）。ここで、第三者の権利取得の性質は、BGB 328 条 1 項
および同 330 条の「直接」に諾約者に対する権利を取得するものととらえて
おり、その点から第三者の権利取得は原始取得であると考えられていた。そ
37　Staudingers, a.a.O. （Fn.3）, Vorben §328ff., Rn.109-110, S.45-46 〔Jagmann〕,
38　この点については、前掲注25の文献を参照。なお、邦語文献として、オット ・ーフォ
ン・ギルーケ＝石尾賢二訳『ドイツ私法概論』（三一書房、1990 年）234 頁参照。
39　なお、反対説として、Heck, Die Lebensversicherung zu Gunsten Dritter, eine 
Schenkung auf den Todesfall, ArchBürgR Bd.4, S.17（1890）.
40　RG 10.11.1905, RGZ 62, S.46. すなわち、BGB 施行から VVG 制定前には「相続人指定」
がなされた場合には、保険契約者の相続財産に帰属するものとされてきたが、現行

















































































43　Lorenz, Zur Kapitalversicherung für den Todesfall―Umfang und Art des 
Rechterwerb durch den bei Vertragsschluß ohne besondere Abreden bezeichneten 
Bezugsberechtigten, in “Staat, Wirtschaft, Assekuranz und Wissenschaft-Fest-schrift 







【1】RG 1902 年 6 月 30 日判決45
A は、1900 年 10 月 9 日に、その妻である X を保険金受取人として、保
険金額 1000DM の保険契約を締結した後に、A が 1901 年に死亡したことか
ら、A の相続財産は、Y の相続財産管理人たる B が管理することになり、B














BGB2301 条 1 項の適用があるとするのに対し、対価関係が生前贈与とみることがで
きる場合であっても同 2 項の適用があるとするが、生前給付が実行されている場合に
はすでに「財産上の犠牲」が認められ、相続法の厳格な要式を踏まなくとも出捐は有
効であるとする。たとえば、Kipp/Coing, Erbrecht, 14 beurb（1990）, S.358- 359.




【2】RG 1904 年 7 月 8 日判決46
夫 A が、妻 Y を保険金受取人として締結した生命保険契約において、破
産管財人 X は、Y に対する保険金の支払は、Y のためにする A の無償処分
に該当するということを理由として、Y の保険金請求権を取得しうる地位を
否認し（破産法（KO）32 条 2 項）、保険金の返還請求を求めた事案である。
控訴審では、X の主張を容認して保険金請求権の返還請求を認めたのに対し
て、RG 裁判所は、つぎの理由で、X の主張を棄却した。
「A が、Y のためにする生命保険契約の締結は、Y がその代わりに A に対
価をあたえない場合であっても、Y に対する慈善が含まれていることは疑う
余地がない。それゆえに、X は、A の破産を理由として、Y に支払われた
保険金の返還請求をすることはできない。なぜなら、保険金請求権は、A の
相続財産に属さないためである。」と判示した。
【3】RG 1905 年 11 月 10 日判決47
保険契約者たる A 破産者は、保険者 B との間で相続人 C のための保険契
約を締結した。その後、A は、この保険契約の受取人を C から A の三人の
子供（Y1・Y2・Y3）に指定を変更した。1903 年に A が死亡したことから、
B は、相続人（Y1 から Y3）に対する保険金をその相続財産管理人に支払った。
その後 A の相続財産に対する破産が開始したので、破産管財人 X は、当該
保険契約におけるY1 からY3 の保険金受取人の指定の取り消しを求めて争っ




46　RG 8.7.1904, RGZ 61, S.217.








【4】RG 1912 年 10 月 8 日判決48
X の祖父 A は、X の父 Y と工場を共同経営するために、有限会社を設立
した。その際に、A が死亡したときは、当該契約から生じる権利は、X と
X の母 Z（Y の妻）がその承継者になるという内容の公正証書が A と Y の
申し合わせによって作成された。その後、A は、その権利を公証人による
予約証書にもとづいて 15000DM で Y に売却した。A が死亡したので、X は、
この金請求権の帰属をめぐってYと争った。原審がXの主張を容認したため、
Y は上訴した。RG 裁判所は、これを、つぎの理由で却下した。









て、X は、他の社員の Y から給付をうけることによって満足しなければな
らない。」と判示した。
48　RG.8.10.1912, RGZ 80, S.175.
保険金受取人の法的地位に関する一考察（5）（桜沢） 113
【5】RG 1930 年 3 月 25 日判決49
被相続人 A は、B 生命保険銀行との間で 1925 年に 10000DM の生命保険
契約を締結した。A には、X（寡婦。A の再婚による配偶者）と先妻との娘
である Y があり、A 死亡のときは、保険金は X に支払うべきこととされて
いた。X は、A の死亡により、Y に対し、保険金の支払をなすべき同意を
求めた。Y は、請求額についてはこれを認めたが、反訴として、寄託金の残
額について、X と Y は保険金額を共同してある銀行に寄託していたため、
これについては遺留分補充により Y に支払うべきであるとして争った。第 1
審および原審は X の請求を認容したが、RG 裁判所は、Y の上告を認容し、
破棄差戻しとした。
「BGB 2325 条は、被相続人の贈与を前提とするものであるが、BGB の用















49　RG 25.3.1930, RGZ 128, S.187.
京女法学　第 14 号114
り、そのために、BGB518 条 2 項により、贈与の約束について存する要式性
の欠缺は治癒されているのである」と判示した。
【6】RG 1937 年 1 月 12 日判決50
Y の夫である A は、保険者 B との間で Y のために 1932 年 7 月に保険契
約を締結した。この保険契約の内容は、つぎのように変更された。すなわち、
保険金は、A が満期日に生存している場合には、Y に支払われることにす
ると保険証券を書換えられた。A と取引関係にあった X は、A に対する債



























































【1】BGZ 1964 年 1 月 29 日判決52
被相続人 A は、取引銀行 B に対し、A の死後は、寄託証券および預金を
A の姪 Y に引き渡してほしい旨の私文書を送付した。Y は、A の死亡後、
この私文書により、寄託証券を取得し、これを売却した。Y とともに共同相
続人である X は、Y に対し、共同相続分の一部の返還を求めて争った。第 1・
2 審はいずれもも X の主張を容認した。BGZ 裁判所は Y の上告について、
つぎの理由で破棄・差戻しとした。
「確定している判決によれば、第三者のためにする契約によって、死因贈
与に適用される BGB 2301 条の要式上の規定を遵守することなしに、つぎの
場合には、債務法上の請求権が与えられる。すなわち、A と Y の対価関係
が無償の出捐であり、Y の請求権の取得が A の死亡によってはじめて生ず
べき場合には、このような請求権は Y に帰属する。しかし、請求権が、金
額に対する給付に向けられている場合、あるいは有価証券の譲渡に向けられ
51　Bayer, a.a.O. （Fn.3）, 226 ff.




















【2】BGH 1965 年 10 月 6 日判決53
A は、住宅貯蓄組合 B と Y を受取人とする第三者約款にもとづく建築貯
蓄契約を締結した。A の死亡により、Y は、この貯蓄預金を取得すること
となった。A の相続人たる X は、Y に対し、この預金の取得は、正当な贈
与契約でないということを理由に、預金の返還を求めた。第 1・2 審は、X
の主張を容認した。また BGH 裁判所は、次の理由で破棄・差戻した。
「A と Y 間で直接に締結される贈与契約にはその根拠は要しないというの
は、ここでは無償の出捐についての贈与に要求されている合意がなされてい
53　BGH 6. 10. 1965, NJW 1965, S.1913.
京女法学　第 14 号118
るからである。すなわち、A は、建築貯蓄組合に対する贈与の申込みを Y














【3】BGH 1966 年 11 月 9 日判決54
祖母たる A は、その孫である X のために、B・C の銀行で 2 冊の預金通
帳を作成し、当時 10 才の X を残して死亡した。A の遺産は、A の子である

























【4】BGH 1970 年 4 月 29 日判決55
被相続人 A は、1963 年 11 月 25 日に死亡するまで三回の結婚をくりかえ
した。X は、最初の婚姻関係における子であり、Y と訴外 B は、その後の
婚姻関係における異父姉妹である。A の死亡により、X の名で作成されて
いる預金通帳（なお、X の宛名は、1957 年より住んでいない A の宛名が書
かれ、手書で “Z. Hd Frau E.R.” の文字が記入され、これがいかなる理由で
書かれているのかということも問題になっている。）を Y が占有していたの
で、X は、Y に対し、つぎの理由で、預金通帳の引き渡しを求めた。すなわ
ち、Y と B は、すでに嫁入りの支度金として相当の金額を使用しているので、
A が X・Y・B を平等にするために、預金通帳は、X のために作成されたも
のである。それゆえに、残金額の 12500DM は、X に帰属することになる、
55　BGH 29.4.1970, NJW 1970, S.1181.
京女法学　第 14 号120
と X は主張した。Y は、これに対し、A が、X の名で預金したのは、Y の
営業を管理していた A が、税金対策上の理由から収益の 12500DM を預金し
たのであるから、預金通帳は、Y に帰属する、と争った。原審が、A は、死
亡によって X に預金をあたえる意思がなかったということを理由に、X の















なりえない。A は、自らのことを、老いた Y のことを経済的に配慮すべき















えに、この申し合わせを主張している X は、A が預金通帳を作成する際に、
A が死亡した場合には、A は、預金を X にあたえる意思をもっていたとい
うことを立証しなければならない。」と判示した。
【5】BGH 1974 年 10 月 30 日判決56
被相続人 A は、1969 年 4 月 8 日に B 銀行に対し、つぎのような私文書に
よる委任をした。A の死亡後は、貴銀行の預金のなかから S 婦人に
5000DM、W 婦人に 5000DM を譲与する。A が、死亡したので、A の相続
人 Y は、A が銀行にあたえていた代理権を取り消し、S と W への当該金額
の支払いの委任を撤回した。Y のこのような処理に対し、銀行は、S・W に
対して、A の死後は、A の預金から 5000DM とその利息を支払うに委任を
うけているのであるが、この実行を Y が否認しているので、X（S・W）の
方でこの金額の支払いの同意を得ないと、これを、支払うことはできない、
という書面を送付した。X は、Y に対し、A にあたえられている金額の支
払いについての同意を求めて争った。原審が、X の主張をいれなかったので、
X の控訴に対し、連邦裁判所は、つぎの理由で破棄・差戻した。
「本件における対価関係についていえば、1969 年 4 月 8 日に銀行に対して
なされた A の私文書には、X に対する贈与の申込みを含んでおり、このこ
とは、同時に A の死後に X に預金を贈与ということをとおして、X に通知
するということ、すなわち、銀行に対する委任のなかには この通知をする












立しない」し、それゆえに、「Y は、贈与の申込みの承諾を X から得ていな
いのであるから、銀行にあたえている贈与の申込みの委任を撤回しうる。Y







結果になる。たしかに銀行は、X に対し、1971 年 7 月 30 日の書面をもって、





















































57　この判決の立場を支持するものとして、Hinz, Bankverträge zugunsten Dritter auf 
den Todesfall, BGHZ 41, 95（1965）, S.301: Bühler, Die Rechtsprechnung des BGH 
zur Drittbegünstigung in Todesfall, NJW 1976, S.1976; Hager, Neuere Tendenzen 
beim Vertrag zugunsten Dritter auf den Todesfall, Festschrift für Ernst von 






Der Vertrag zugunsten Dritter auf den Todesfall, Diss.Frankfurt （1968）, S.331.）。
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vertragsrechtlicher, aufsichtsrechtlicher und steuerrechtlicher Sicht （2007）; 
Sieprath, Der Lebensversicherungs̶Zweitmarkt̶eine Kurzbetrachtung, DRiZ 
2008, S.49; Stake, Die Pflichten aus der ehelichen Lebensgemeinschaft und ihre 












Lebensversicherungsvertrag in der Insolvenz, NVersZ 2002, S.193; Tappmeier, 
Erbeinsetzung und Bezugsberechtigung des Ehegatten aus einer Kapital- 
lebensversicherung nach Scheidung der Ehe, DNotZ 1987, S.715; Thiele, Die 
Anfechtungder （Um-） Benennung des Bezugsberechtigten für die Todesfallversicherung 
gemäß §134 Abs.1 InsO, ZIP 2002, S.1232; Thiele, Lebensversicherung und 
Nachlaßgläubiger, Diss. Hamburg（1968）; Voit, Das Ende einer Zugewinnausgleichsoase, 
FamRZ 1992, S .1385; Völkel ,  Bereicherungsanspruch gegen einen 
bezugsberechtigten Ehegatten aus einer Kapitallebengversicherung, VersR 1992, 
S.539; Vollersen, Die Hinterlegung durch den Lebensversicherer̶Königsweg oder 
Holzweg, ZGS 2009, S.305; Wagner, Zur Wirkung der nicht angezeigten Abtretung 
von Lebensversicherungsforderungen, VersR 1991, S.622; Wedemann, Beschränkung 
der Vermögenssorge bei Lebensversicherungen, FamRZ 2009, S.1197; Wernicke, Der 
Zweitmarkt für Lebensversicherungen in der Bundesrepublik Deutschland-ein 
Rechtsvergleich mit dem britischen und US-amerikanischen Recht （2009）; 
Westhelle/Micksch, Die insolvenzrechtliche Abwicklung der Direktversicherung, 
ZIP 2003, S.2054; Winter, Interessenkonflikte bei der Lebensversicherung zugunsten 
Angehöriger （1989）; Winter, Ausgewählte Fragen der Lebensversicherung, 
ZversWiss 1991, S.203; Wollmann, Private Altersvorsorge und Gläubigerschutz 
（2010）; Zehner, a.a.O. （Fn.78）, S.424.
（115）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.21, S.326 〔Winter〕.
（116）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.22, S.326 〔Winter〕.
（117）　Behrend, Lebensversicherung und Gläubiger, LZ 1907, Sp.880-883; Berliner, Die 
Lebensversicherung zu Gunsten Dritter, LZ 1909 Sp.119; Reuscher, Die rechtliche 
Natur des Vertrage über die Versicherung des eigenen Lebens mit Bezug auf das 
Recht des Begunstigten, Diee.Berlin （1890）, S.49; Schwartz, Lebensversicherung zu 























ればならない。これは、VVG 159 条 1 項に基づいて、保険契約者が保険金
受取人をその一方的な意思表示によって、かつ契約の相手方である保険者の
（118）　RG 3.3.1880, RGZ 1, S.378.
（119）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.22, S.326 〔Winter〕.
（120）　Kühlmorgen, a.a.O. （Fn.84）, S.15-18.
（121）　RG 25.2.1880, RGZ 1, S.188; RG 3.3.1880, RGZ 1, S.380; Behrend, a.a.O. （Fn.117）, LZ 
1907, S.882; Berliner, a.a.O. （Fn.117）, LZ 1909, S.127; Reuscher, a.a.O. （Fn.117）, S.49; 


















続人に帰属することになり、VVG 160 条 3 項の適用を要しない（127）。
（122）　Bruck/Möller, a.a.O（Fn.3）, §160, Rn.23, S.327 〔Winter〕.
（123）　Bruck/Möller, a.a.O（Fn.3）, §160, Rn.29ff 〔Winter〕; §159, Rn.100, S.350 〔Winter〕.
（124）　Kühlmorgen, a.a.O（Fn.84）, S.22.
（125）　VVG162 条 1 項「保険契約者とは別の、他人の死亡事故のためにする保険が引き受
けられた場合に、保険契約者が、故意に違法な行為により、その他人の死亡を招致し
たときは、保険者は給付義務を負わない。」
 　同 2 項「第三者が受取人に指定された場合に、その第三者が、故意に違法な行為に
より、被保険者の死亡を招致したときは、その受取人指定はなされなかったものとみ
なす。」
（126）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.26, S.328 〔Winter〕.


























（128）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.27, S.328 〔Winter〕.
（129）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.27, S.328 〔Winter〕.






















（131）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.29, S.329 〔Winter〕.
（132）　たとえば、BGH 17.2.1966, BGHZ 45, S.162.
（133）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.29, S.329 〔Winter〕.
（134）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.30, S.329 〔Winter〕.
（135）　本条の問題に関する論文としては次のものがある。
 　APP, Formulierung der Zurückweisung von Versicherungsleistungen nach dem Tod 
des Versicherungsnehmers, FamRZ（1991）, S.38; Armbrüster, Die Lebensversicherung 
in der zivilrechtlichen Nachfolgeplanung, in: Liber amicorum Gerrit Winter （2007）, 





このような場合における指定の解釈は、第一に BGB 133 条（137）（意思表示
の解釈）および BGB 157 条（138）（契約の解釈）に委ねられ、第二に保険金受
取人指定が死因処分に類似する性質を有するものであることから、VVG 160
Lebensversicherung，Scheidung oder Aufhebung der Ehe und §2077 BGB, VersR
（1990）, S.229; Frels, Zur Auslegung des§167Abs.1 VVG, VersR（1968）, S.524; 
Gutdeutsch, Die Begümstigten einer befreienden Lebensversicherung bei 
Bezugnahme auf die §§40 bis 44 AVG，VersR（1992）, S.1444; Harder/Belter, 
Drittbegünstigung im Todesfall durch Insichgeschäft?，NJW（1977）, S.1139; Hasse, 
lnteressenkonflikte bei der Lebensversicherung zugunsten Dritter（1989）; Hasse, 
Ausgleichs Pflichiten bei der Kapitalversicherung（2012）; Hasse, Drittbeteiligung in 
der Lebensersicherung （2012）; Horn, Kapitalversicherungsverträge in der 
familienrechtlichen Praxis, in: Liber amicorum Gerrit Winter （2007）, S.119; 
Hülsmann, Befreiende Lebensversicherung Eine Begünstigung nach Kopfteilen oder 
analog der Gesetzlichen Rentenversicherung? － Zugleich eine kritische Erwidefung 
auf den Beitrag von Gutdeutsch, VersR （1992）, VersR （1993）, S.1188; Kühlmorgen, 
Die Lebensversicherungsvertrage zugunsten Dritter （1927）; Liebl-Wachsmuth, Das 
Schicksal der Ehegarten Bezugsberechtigung gemäß §166 VVG nach Ehescheidung, 
VersR （1983）, S.1004; Lorenz, Zur Anwendbarkeit erbrechtlicher Vorschriften auf 
Drittbegünstigungen durch eine Kapirallebensversicherung auf den Todesfall, in: 
Dieter Farny und die Versicherungswissenschaft （1994）, S.335; Muscheler, Vertrag 
zugunsten Dritter auf den Todesfall und Erbenwiderruf, WM （1994）, S.921; 
Schmalz/Brüggemann, Die Rechtsstellung des Bezugsberechtigten aus einem 
Lebensversicherungsvertrag, ZEV（1996）S.84; Theda, Das Bezugsrecht der Ehefrau 
in der Lebensversicherung, VW（1970）, S.260; Völkel, Bereicherungsanspruch gegen 
einen bezugsberechtigten Ehegatten aus einer Kapitallebensversicherung nach 
Sheidung und Tod des Versicherungsnehmers unter Berücksichtigung der 
Probleme des Widerrufs durch Testament und der Wirkung der §§12, 13 ALB, 
VersR（1992）, S.539; Winter, Interessenkonflikte bei der Lebensversicherung 
zugunsten Angehör iger（1989）; Winter ,  Ausgewählte  Fragen der 
Lebensversicherung, ZVersWiss（1991）, S.203.






















（139）　VVG 160 条 1 項「複数の人が、その受取割合を定めることなく、受取人に指定され
ているときは、各人は、同一の割合で保険金を受け取る権利を有する。一人の受取人
が取得しなかった部分は、その他の受取人に増加配分される。」




 　同 3 項「保険者に対する給付請求権が、受取人指定された第三者によって取得され
なかったときは、その権利は保険契約者に帰属する。」
（140）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §160, Rn.11 S.475-476 〔Winter〕.
（141）　RG 11.5.1900, JW1900, S.496.
（142）　BGH 17.9.1975, VersR 1975, S.1020; BGH 4.12.1980, VersR 1981, S.372; BGH 
29.1.1981, VersR 1981, S.237; BGH 1.7.1987, VersR 1987, S.659; BGH 14.2.2007, Vers 
2007, S.874; OLG Frankfurt/M 21.11.1996, VersR 1997, S.1216; OLG Köln. 20.1.1999, 
NVersR 1999, S.320.

























（144）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §160, Rn.12 S.476 〔Winter〕.
（145）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §160, Rn.12 S.476 〔Winter〕.
（146）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §160, Rn.13 S.476 〔Winter〕.






















（148）　Bruck/Möller, a.a.O. （.Fn.3）, §160, Rn.15 S.477 〔Winter〕.
（149）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §160, Rn.15 S.477 〔Winter〕. そ の ほ か、Kühlmorgen, 
a.a.O. （Fn.84）, S.39.
（150）　BGH 18.6.2.2003, VersR 2003, S.1021.
（151）　BGH 24.3.1982, VersR 1982, S.665; Kühlmorgen, a.a.O. （Fn.84）, S.23.
（152）　OLG Düsseldorf 12.12.1961, VersR 1962, S.655; OLG Hamm 28.7.1992, VersR 1993, 
S.173; Kühlmorgen, a.a.O. （Fn.84）, S.24-25; Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §160, Rn.15, 
S.477 〔Winter〕.























（154）　RG 判決として、RG 3.6.1902, RGZ 51, S.404; RG 8.7.1904, RGZ61, S.218.
 　また学説としては、Decker, Zwangszugriff der Glaubiger des Versicherungsnehmers 
auf die rück- kaufsfähige Lebensversicherung im Wege der Einzelvollstrekung, Diss. 
Leipzig 1938, S.7; von Gierke, a.a.O. （Fn.114）, S.33-35; Hasse, a.a.O. （Fn.77）, S.20; 
Koerner, Grundfragen der Bezugsberechtigung Dritter bei Kapitalversicherungs auf 
den Todesfall, Diss. Marburug（ungedruckte）1957, S.26- 33; Werber/Winter, 

















（155）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.139, S.360 〔Winter〕. すなわち、保険金受取人
は相続開始前の相続人らと同様に財産上の利益を取得することに関して単なる期待を
有するにすぎないとする。
（156）　BGH 27.4.2010, VersR 2010, S.1021; Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn, 52, S.337 
〔Winter〕.
（157）　Prölss/Martin, a.a.O. （Fn.3）, §9 ALB 2012, Rn.14, S.2156 〔Reiff/Schneider〕; Perter 
Präve, Lebenversicherung; Kommentar zu den Bedingungen der Lebens- und der 
Rentenversicherung, C.H.Beck, 2016, §9 ARB Rn.15ff, S.283 〔Rosensträter〕. な お、





は指定を撤回することができます。……」（Prölss/Martin, a.a.O. （Fn.3）, S.2153; 
Präve, a.a.O., S.277）。



















（159）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn, 52, S.337 〔Winter〕.
（160）　BGH 8.6.1967, VersR 1967, S.795.
（161）　LG Berlin 30.10.1950, VersR 1951, S.157; Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.52, 
S.337 〔Winter〕.
（162）　RG 7.1.1938, TW 1938, S.775; Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.52, S.337 
〔Winter〕.
（163）　Hasse, a.a.O. （Fn.77）, S.62; Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.145, S.361 
〔Winter〕.
（164）　Winter, a.a.O. （Fn.135）, ZversWiss 1970, S.40, 41.
（165）　Hasse, a.a.O. （Fn.77）, S.62.
（166）　LG München 18.1.1962, VersR 1963, S.965.
（167）　OLG Nürnberg 27.9.1968, VersR 1969, S.608, 609; LG Nürnberg-Fürth 3.4.1968, 












得する（170）。通常、BGB 331 条 1 項は、第三者への給付が要約者の死後にな
される場合には、第三者は要約者の死後に権利を取得すると規定しているが、
VVG 159 条 3 項は、撤回可能性のない受取人に指定された第三者は、受取
人指定を受けたときにすでに権利取得をしていると定めていることから、撤
回可能性のない受取人の指定の場合には、BGB の規定の適用は排除されて







（168）　Hasse, a.a.O. （Fn.77）, S.62.
（169）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn, 57, S337 〔Winter〕.
（170）　BGH 8.5.1954, VersBAV 1955, S.136; BGH 18.6.2003, VersR 2003, S.1021; KG 
13.2.1998, VersR 2000, S.86; OLG Frankfurt/M. 14.9.2000, VersR 2002, S.219; OLG 




















（171）　Winter, a.a.O. （Fn.135）, ZversWiss 1970, S.44.
（172）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.173, S.366 〔Winter〕.
（173）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.173, S.367 〔Winter〕.
（174）　Kühlmorgen, a.a.O. （Fn.84）, S.71-72.
（175）　BGH 18.6.2003, VersR 2003, S.1021: OLG Frankfurt/M. 14.9.2000, VersR 2002, S.219.
（176）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.166, S.365 〔Winter〕. ただし一般には、生存保
険の場合には、保険契約者が自己を保険金受取人としているのが通常である。
（177）　BGH 17.2.1966, BGHZ 45, S.167; BGH 18.6.2003, VersR 2003, S.1021; OLG 
Frankfurt/M. 14.9. 2000, VersR 2002, S.219; Winter, a.a.O. （Fn.134）, ZversWiss 1970, 
S.43; Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.166, S.365 〔Winter〕.





















（179）　LG München 1.18.1962, VersR 1963, S.965-966; Kühlmorgen, a.a.O. （Fn.84）, S.76.
（180）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.167, S.366 〔Winter〕.
（181）　LG München 18.1.1962, VersR 1963, S.965; Hasse, a.a.O（Fn.77）, S.52.
（182）　KG 17.1.1934, JRPV 1934, S.139; Hasse, a.a.O. （Fn.77）, S.52.; Bruck/Möller, a.a.O
（Fn.3）, §159, Rn.167, S.366 〔Winter〕.
（183）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.167, S.366 〔Winter〕.
（184）　Kühlmorgen, a.a.O. （Fn.84）, S.76.
（185）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.167, S.366 〔Winter〕.
（186）　RG 9.3.1937, RGZ154, 155, S.160; BGH 12.3.1964, VersR 1964, S.500; BGH 17.3.1966, 
BGHZ 45, S.167, 168.























（188）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159 Rn.185, S.368 〔Winter〕.
（189）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159 Rn.186, S.368 〔Winter〕.
（190）　BGH 17.2.1966, BGHZ 45, S.163; LG Frankfurt 7.11.1956, VersR 1957, S.211; Hasse, 
a.a.O. （Fn.77）, S.23-28.
（191）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159 Rn.187, S.368 〔Winter〕.























することは可能であり、差押えは VVG 150 条 2 項 1 文に従って被保険者の
（193）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.434, S.442 〔Winter〕.
（194）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.435, S.442 〔Winter〕.
（195）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.435, S.442 〔Winter〕.
（196）　von Gleichenstein, ZIV, 2004, S.149.
（197）　Hasse, Zur gesetzlichen Neuregelung der Zwangsvollstreckung in Kapital- 





















諾が必要であるとされており（VVG 150 条 2 項）、この規定との関係で、保
（198）　Hasse, Zwangsvollstreckung in Kapitallebensversicherungen̶eine kritische 
Bestandsaufnahme de lege lata, VersR 2005, S.15, 18.
（199）　BGH 8.2.1960, BGHZ 32, S.46, 47; Sieg, Kritische Betrachtung zum Recht der 
Zwangvollstreckung in Lebensversicherungsforderungen, Festschrift für Kilingmüller 
1974, S.453, 454.
（200）　BGH 17.2.1966, BGHZ 45, S.168.
（201）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.436, S.442 〔Winter〕.





















（203）　Ehrenberg, Ueber einige wichtige Fragen der Lebensversicherung, 1911, S.11; 
Blumhardt, Abtretung und Verpfändung in Lebensversicherung, JRPV 1927, S.189; 
Grimm, Der Anspruch auf die Unfallversicherungssumme in Konkurs des 
Versicherungsnehmers, Hanseatische Rechts- und Gerichtszeitschrift 1930, Teil A, 
S.264; Hasse, a.a.O. （Fn.197）, VersR 2005, S.18.
（204）　Sachasse, Zur Pfändung von Lebensversicherungen, Recht 1911, S.410; Decker, 
a.a.O. （Fn.153）, S.13-14. なお、被保険者の同意がないことを理由として、差押えを否
定する見解によれば、他人の生命の保険契約の「締結」の場合だけではなく、保険金
請求権の「譲渡」の場合にも適用があるとする。Kühlmorgen, a.a.O. （Fn.84）, S.131.
（205）　RG 14.6.1932, RGZ 136, S.395, 398; RG 9.5.1937, RGZ 154, S.155.
（206）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §150, Rn.17, S.23 〔Winter〕.



















（208）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.436, S.443 〔Winter〕; Niewisch, Die 
Zwangsvollstreckung in die Rechte aus einem Lebensversicherungsvertrag, 1939, 
S.21.
（209）　OLG Hamburg 24.1.2000, VersR 2000, S.1218-1219; Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159 
Rn. 437, S.443 〔Winter〕.
（210）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.437, S.443 〔Winter〕.
（211）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.437, S.443 〔Winter〕.
（212）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.437, S.443 〔Winter〕.
（213）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.436, S.443; BGH 17.2.1966, BGHZ 45, S.162.
（214）　Decker, a.a.O. （Fn.154）, S.23; LG Berlin 21.6.1907, VA 1910, Anh, Nr.497, S.13; KG 
13.3.1908, VA 1908 Anh.Nr.381, S.49-50; AG Lübeck 28.11.1911, ZfV 1912, S.383; OLG 
Celle 22.3.1912, LZ 1913, S.172; LG Hildescheim 2.3.1912, ZfV 1912, S.135.




















（216）　RG 21.3.1894, Bolze Bd.18, Nr.507, S.309; RG 25.2.1930, JW 1930, S.3628; RG 
12.7.1934, JW 1934, S.2763.
（217）　RG 23.3.1991, Seuff.Arch.Bd.47, Nr.225, S.333.
（218）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.436, S.443 〔Winter〕; Niewisch, a.a.O. 
（Fn.208）, S.39.
（219）　Niewisch, a.a.O. （Fn.208）, S.40.
（220）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.440, S.444 〔Winter〕.
（221）　Decker, a.a.O. （Fn.154）, S.20-22.
（222）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.438, S.443; Niewisch, a.a.O. （Fn.208）, S.43.
（223）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.438, S.443; Niewisch, a.a.O. （Fn.208）, S.43.; 
Hasse, a.a.O. （Fn.77）, S.97-98.


















25.2.1930, RGZ 127, S.271; BGH 16.2.1966, BGHZ 45, S.168; BGH 2.12.2009, VersR 2010, 
S.517, 519; OLG Celle 2. 4. 2009, VersR 2009, S.1102, 1103.





（226）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.439, S.444 〔Winter〕.
（227）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.441, S.444 〔Winter〕.
（228）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.441, S.444 〔Winter〕; Niewisch, a.a.O. 
（Fn.208）, S.46; Hasse, a.a.O. （Fn.77）, S.98; Bruck/Dörstling, a.a.O. （Fn.90）, §15 ALB 
a.F. Anm.62.
（229）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.442, S.444 〔Winter〕; Hasse, a.a.O. （Fn.77）, 
























（230）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.440, S.444 〔Winter〕.
（231）　Hasse, a.a.O. （Fn.198）, VersR 2005, S.15-18.
（232）　Hasse, a.a.O. （Fn.198）, VersR 2005, S.19; Heilmann, Die Zwangsvollstreckung in 
den Anspruch die Lebenversicherungssumme, NJW 1950, S.135.
（233）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.444, S.445 〔Winter〕.



















（InsO 80 条）（240）。生命保険契約に基づき生ずる権利が InsO 36 条 1 項の意味
（235）　Hasse, a.a.O. （Fn.77）, S.100; Hasse, a.a.O. （Fn.198）, VersR 2005, S.19; Bruck/Möller, 
a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.445, S.445 〔Winter〕.
（236）　Hasse, a.a.O. （Fn.198）, VersR 2005, S.19-20.
（237）　Niewisch, a.a.O. （Fn.208）, S.49; Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.445, S.445 
〔Winter〕.
（238）　RG 18.5.1919, JW 1917, S812; RG 3.4.14, LZ 1914, S.1808; Bruck/Dörstling, a.a.O. 
（Fn.90）, §15 ALB a.F. Anm.61.
（239）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.447, S.445 〔Winter〕.
（240）　Bruck/Möller, a.a .O. （Fn.3）, §159, Rn.447, S.445 〔Winter〕; Bork, Der 
Lebensversocherungsvertrag in der Insolvenz des Versicherungsnehmers in: FS für 


















き（245）、保険者の有する保険料債権は、InsO 55 条 1 項の規定にしたがい、財
団債務とすることができる（246）。
他方で、破産管財人が履行拒絶または保険者に解約返戻金の支払を求める
（241）　OLG Stuttgart 15.12.2011, VersR 2012, S.1023.
（242）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.448, S.446 〔Winter〕
（243）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.448, S.446 〔Winter〕; Gilbert, Zur 
Zwangsvollstreckung in den Lebensversicherungsanspruch, DR 1941 A, S. 2366-
2367; Hasse, a.a.O. （Fn.198）, VersR 2005, S.20; RG 13.2.1914, VA 1914 Anh.Nr.831, 
S.78, LZ 1914, S.955.
（244）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.448, S.446 〔Winter〕.
（245）　Gilbert, a.a.O. （Fn.242.）, DR 1941 A, S.2368．

















拒否する場合（BGB 333 条）または保険金受取人が VVG 162 条 2 項の規定
にしたがい、またはその他の理由に基づいて保険金受取人の指定が消滅する
場合には、保険金請求権は保険契約者（またはその相続人）に帰属すること
（247）　Armbrüster/Pilz, Schicksal des Lebensversicherungsvertrages in der Insolvenz 
des Versicherungsnehmers, KTS （2004）, S.481, 485; Hasse, a.a.O. （Fn.198）, VersR 
2005, S.1187 Fn.177.
（248）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.452, S.447 〔Winter〕．
（249）　BGH 17.2.1966, VersR 1966, S.359; BGH 2.12.2009, VersR 2010, S.517, 519.
（250）　BGH 18.6.2003, VersR 2003, S.1021-1022. なお、形成権は、それ自体単独で差押えの
対象となるものではなく、その行使によって発生する請求権と一緒においてのみ差押
えの対象となる。
（251）　この点につき、Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159 Rn.68, S.341-342 〔Winter〕.


















（253）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.452, S.447 〔Winter〕; Niewisch, a.a.O. 
（Fn.208）, S.132.
（254）　BGHG 8.2.1960, BGHZ 32, S.44-47; BGH 23.10.2003, VersR 2004, S.93-94.
（255）　BGH 8.5.1954, BGHZ13, S.232; BGH 8.2.1960, BGHZ 32, S.44-47; BGH 17.2.1966, BGHZ 
45, S.167; Bruck/Dörstling, a.a.O. （Fn.90）, §15 ALB a.F. Anm.56; Hasse, a.a.O. 
（Fn.198）, VersR 2005, S.15, 21. ただし、それに対して、死亡に関する生命保険契約に
おける第三者たる保険金受取人の地位は、とくに資金保険の場合には、そのような保
険金受取人の権利取得は、固有の取得（原始取得）ではなく、相続財産からの承継取
得であるとして、反対説に立つものがある。Kipp/Coing, a.a.O. （Fn.44）, S.360; 
Zehner, a.a.O. （Fn.78）, AcP S.153.
（256）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.454, S.447 〔Winter〕; Scherer, Gläbigeranfechtung 
der Bezugsberechtigung und der Prämienzahlung beim Lebensversicherungsvertrag 

























（257）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.455, S.448 〔Winter〕; BGH 19.3.1998, WM 
1998, S.968; BGH 23.10.2003, VrsR 2004, S.93-94.
（258）　Hasse, a.a.O. （Fn.77）, S.78 ff.; RG 10.11.1905, RGZ 62, S.46; RG 24.5.1907, RGZ 66, 
S.158; RG 12.1.1937, RGZ 153, S.220.
（259）　Prölss/Martin, a.a.O. （Fn.3） §159 VVG, Rn.41, S.867.
（260）　Prölss/Martin, a.a.O. （Fn.3） §159 VVG, Rn.41, S.867.




















（262）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.457, S.448 〔Winter〕.
（263）　BGH 19.6.1996, VersR 1996, S.1089-1090; BGH 8.6.2005, VersR, S.1134; BGH 
22.9.2005, ZIP 2006, S.1836; BGH 3.5.2006, VersR 2006, S.1059; OLG Bamberg 9.2.2006, 
VersR 2006, S.1389; OLG Düsseldorf 30.1.2001, RuS 2002, S.214; OLG Hamm 21.4.1995, 
VersR 1996, S.360-361; OLG Hamm 19.12.1997, RuS 1998, S.168-169; OLG Karlsruhe 
15.3.2001, VersR 2001, S.1501; LG Berlin 23.3. 2011, VersR 2012, S.1023-1024.
（264）　BGH 8.6.2005, VersR 2005, S.1134-1136; BGH 3.5.2006, VersR 2006, S.1059; OLG 
Bamberg 9.2.2006, VersR 2006, S.1389-1390; OLG Hamm 24.1.2006, VersR 2006, S.915-
916.
（265）　Hasse, a.a.O. （Fn.197）, VersR 2005, S.27; Bayer, a.a.O. （FN.3）S.267, Fn 339; OLG 
Karlsruhe 15.3.2001, VersR 2001, S.1561.
























（267）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.465, S.451 〔Winter〕; Bork, a.a.O（Fn.240）, S.57, 
67-68.
（268）　Bork, a.a.O（Fn.240）,, S.62.





















（270）　BGH 23.10.2003, VersR 2004, S.93-94.
（271）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.468, S.451-452 〔Winter〕.
（272）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.469, S.452 〔Winter〕.
（273）　RG 25.2.1930, RGZ 127, S.271-272: OLG München 28.2.1964, Der Betriebsberater 
1964, S.990; Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.469, S.452 〔Winter〕; Hasse, a.a.O. 
（Fn.197）, VersR 2005, S.29.
（274）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.469, S.452 〔Winter〕.
（275）　RG 25.2.1930, RGZ 127, S.271-272; RG 12.1.1937, RGZ 153, S.223-225; Gittermann, 
Der Widerruf einer Bezugsberechtigung im Lebenversicherungsvertrages, Diss.


















Kühlmorgen, a.a.O. （Fn.84）, S.141; Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.469, S.452 
〔Winter〕.
（276）　RG 15.2.1930, RGZ 127, S.271; Bruck/Dörstling, a.a.O. （Fn.90）, §15 ALB a.F. 
Anm.63; Gittermann, a.a.O. （Fn.275）, S.68; Hasse, a.a.O. （Fn.198）, VersR 2005, S.29; 
Heilmann, a.a.O. （Fn.232）, NJW 1950, S.135; Niewisch, a.a.O. （Fn.208）, S.43.
（277）　RG 12.7.1934, JW 1934, S.2763-2764; RG 12.1.1937, RGZ 153, S.223-225; Bruck/
Dörstling, a.a.O. （Fn.90）, §15 ALB a.F. Anm.63; Gittermann, a.a.O. （Fn.275）, S.62, 
S.78; Hasse, a.a.O. （Fn.198）, VersR 2005, S.29; Niewisch, a.a.O. （Fn.208）, S.46; 
Heilmann, a.a.O. （Fn.232）, NJW 1950, S.135-136.
（278）　Decker, a.a.O. （Fn.155）, S.57; Hasse, a.a.O. （Fn.198）, VersR 2005, S.29.
（279）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.473, S.453 〔Winter〕.
（280）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.473, S.453 〔Winter〕.




















（282）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.474, S.453 〔Winter〕; Hasse, a.a.O. （Fn.198）, 
VersR 2005, S.15, 23.
（283）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.482, S.454 〔Winter〕.
（284）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.482, S.454 〔Winter〕; Gittermann, a.a.O. 
（Fn.275）, S.86.
（285）　; Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.482, S.455; Bruck/Dörstling, a.a.O. （Fn.90）, 
§15 ALB a.F. Anm.13; Gittermann, a.a.O. （Fn.275）, S.86-87; Hasse, a.a.O. （Fn.198）, 
VersR 2005, S.32; BGH 18. 7. 2002, NVersZ 2002, S.495-496.
（286）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.483, S.455 〔Winter〕
（287）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.483, S.455 〔Winter〕.




















（289）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.484, S.455 〔Winter〕; Hasse, a.a.O. （Fn.77）, 
S.177; LG Stade 24.10.1953, VersR 1954, S.457.
（290）　Hasse, a.a.O. （Fn.77）, S.177; Hasse, a.a.O. （Fn..195）, VersR 2005, S.32.
（291）　BGH 23.10.2003, VersR 2004, S.93-94.





















（293）　古い判例として、RG 12.6.1885, RGZ 14, S.21 があるほか、BGH 8.5.1954, BGHZ 13, 
S.232; BGH 8.2.1960, BGHZ 32, S.47; BGH 17.2.1996, BGHZ 45, S.167.
（294）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.476, S.453 〔Winter〕.
（295）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.476, S.453 〔Winter〕.
（296）　Prölss/Martin, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.39, S.867 〔Schneider〕.
（297）　Prölss/Martin, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.39, S.867 〔Schneider〕; Bruck/Möller, a.a.O. 




与否認に関する規定は適用されないとする。たとえば、Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, 





















（299）　Bayer, a.a.O. （Fn.3）, S.304 ff.
（300）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn476, S.453 〔Winter〕.
（301）　RG 8.7.1904, RGZ 61, S.217, 219-220; RG 24.5.1907, RGZ 66, S.158; RG 12.1.1937, RGZ 
153, S.220, 227-230; Bruck/Dörstling, a.a.O. （Fn.90）, §15 Anm.74; Hasse, a.a.O. （Fn.77）, 
S.121-124; Jaeger, a.a.O. （Fn.90）, §3 Anm.79, S.220; Külmorgen, a.a.O. （Fn.84）, S.151-
152.
（302）　RG 10.11.1905, RGZ 62, S.46, 48-49; RG 24.5.1907, RGZ66, S.158; RG 12.1.1937, RGZ 
153, S.220, 227- 230; Bruck/Dörstling,, a.a.O. （Fn.90）, §15 Anm.74; Hasse, a.a.O. 
（Fn.77）, S.125; Jaeger, a.a.O. （Fn.90）, §3 Anm.80, S.221-222; Kühlmorgen, a.a.O. 
（Fn.84）, S.156.





















（304）　BGH 23.10.2003, VersR 2004, S.93, 94.
（305）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.476, S.453 〔Winter〕.
（306）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.477, S.453 〔Winter〕.
（307）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.477, S.453 〔Winter〕; Prölss/Martin, a.a.O. 
（Fn.3）, §159 Rn.42, S.867 〔Schneider〕.
（308）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.478, S.454 〔Winter〕; Prölss/Martin, a.a.O. 
（Fn.3）, §159 Rn.43, S.868 〔Schneider〕.
（309）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.478, S.454 〔Winter〕; Prölss/Martin, a.a.O. 
（Fn.3）, §159 Rn.43, S.868 〔Schneider〕.



















VVG170 条の規定は、旧 VVG 177 条の規定内容をそのまま変更すること
（311）　RG 8.7.1904, RGZ 61, S.217; BGH 10.6.1965, NJW 1965, S.1913, 1914.
（312）　Hasse, a.a.O. （Fn.77）, S.124-127. それに対して、Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, 
Rn.481, S.454 〔Winter〕では、保険金受取人の指定自体が否認されるとしており、こ
の場合には、保険金額が対象となると考えられる。
（313）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §159, Rn.487, S.455 〔Winter〕.
（314）　Hasse, a.a.O（Fn.198）, VersR 2005, S.33.
（315）　介入権制度に関する主な論文としては次のものがある。
 Armbrüster, Die Lebensversicherung in der zivilrechtlichen Nachfolgeplanung, Liber 
amicorum für Gerrit Winter （2007）, S.519; Armbrüster/Pilz, Schicksal des 
Lebensversicherungsvertrages in der Insolvenz des Versicherungsnehmers, KTS 
京女法学　第 14 号184
なく引き継いでいる。もっとも、この介入権制度は、1908 年の VVG の制定
時には存在していなかった規定である（316）。というのも、この規定の前身は
オーストリア法にあり、1939 年 12 月 19 日の「保険契約法を統一する通達」
によってドイツ法の一部となったためである（317）。オーストリア法は、すで
にスイス法において 1907 年に存在していた制度を参照して 1917 年に制定さ
れたものであり（318）、ドイツ 1908 年 VVG 法では、後に 177 条が、保険契約
者が破産した場合に、生命保険契約によって利益をもたらされようとする
人々を不必要な損失から保護するために、そのような者が契約を継続しうる
（2004）, S.481; Bayer, Der Vertrag zugunsten Dritter （1995）; Behrend, 
Lebensversicherung und Gläubiger, LZ（1908）, S.125; Binder, Die Lebensversiche- 
rung zugunsten Dritter, LZ （1909）, S.115; Binder, Anmerkungzum Urteil des AG 
München1.9.1959, VersR 1960, S.363; Bühler, Die Familienfürsorge nach dem 
Bundesgesetz über den Versicherungsvertrag （1917）; Ehrenzweig, Kleine Beiträge 
zum Deutschen Versicherungsvertragsrecht, VersR （1951）, S.25 f.; Eitelberg, 
Lebensversicherung und Drittrechte, Diss. Köln （2002）; Hagemann, Bemerkungen 
zur Versicherungsvertragsnovelle vom 19.12.1939, ZVersWiss （1940）, S.19ff.; Hasse, 
Interessenkonflikte bei der Lebensversicherung zugunsten Dritter （1981）; Hasse, 
Zwangsvollstreckung in Kapitallebensversicherungen―Eine kritische 
Bestandsaufnahme de lege lata, VersR 2005, S.15; König, Das Eintrittsrecht in den 
Lebensversicherungsvertrag （§177 öVVG/dVVG） im Konkurs des 
Versicherungsnehmers, NVersR 2002, S.481; Laun, Das Eintrittsrecht in der 
Lebensversicherung （§177 VVG n.F.）, Diss.Hamburg （1940）; Mohr, Verpfändung 
von Lebensversicherungsansprüchen VersR 1955, S.376f.; Niewisch, Die 
Zwangsvollsrreckung in die Rechte aus einem Lebensversicherungsvertrag （1939）; 
Prahl, Eintrittsrecht und Anfechtung bei der Kapitalversicherung, VersR 2005, 
S.1036; E.R.Prölss, Der Eintritt Dritter in den Lebensversicherungsvertrag, DR 
1940, S.772 ff.; Scherer, Die Gläubiger anfechtung der Bezugsberechtigung und der 
Prämienzahlung beim Lebensversicherungsvertrag zu Rechten Dritter, Diss. Mainz 
（1991）; Sieg, Kritische Betrachtung zum Rechrder Zwangsvollstreckung in 
Lebensversicherungsforderungen, in: Festschrift für Klingmüller （1974）, S.447ff.; 
Stegmann/ Lind, Der Lebensversicherungsvertrag in der InsoIvenz, NversZ 2002, 
S193.
（316）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.2, S.763 〔Winter〕.






















（319）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.2, S.763 〔Winter〕.
（320）　Laun, Das Eintrittsrecht in der Lebensversicherung （§177 VVG n.F.）, Diss.
Hamburg （1940）, 13f.
（321）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.2, S.763-764 〔Winter〕; König, Das 
Eintrittsrecht in den Lebensversicherungsvertrag （§177 öVVG/dVVG） im Konkurs 
des Versicherungsnehmers, NVersZ 2002, S.481, 483.
（322）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.3, S.764 〔Winter〕; König, a.a.O. （Fn.321）, 
S.481, 483.























（324）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.13, S.766 〔Winter〕; Laun, a.a.O. （Fn.320）, 
S.19.
（325）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.13, S.766 〔Winter〕: Laun, a.a.O. （Fn.320）, 
S.19.
（326）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.13, S.766 〔Winter〕; Laun, a.a.O. （Fn.320）, 
S.19.
（327）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.13, S.766 〔Winter〕; Laun, a.a.O. （Fn.320）, 
S.21-22.
（328）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.13, S.766 〔Winter〕; Laun, a.a.O. （Fn.320）, 
S.20-21. なお、AG München 1.9.1959, VersR 1960, S.363.
（329）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.17, S.767 〔Winter〕.
（330）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.17, S.767 〔Winter〕; Laun, a.a.O. （Fn.320）, 
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S.37; Hssse, a.a.O. （Fn.197）, VersR 2005, S.15, 33.
（331）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.18, S.767 〔Winter〕; Laun, a.a.O. （Fn.320）, 
S.37.
（332）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.20, S.767 〔Winter〕; Laun, a.a.O. （Fn.320）, 
S.37; Hssse, a.a.O. （Fn.197）, VersR 2005, S.15, 33. なお、差押禁止とされる保険契約上
の権利が問題となる場合には介入権は行使し得ないとされる（Bruck/Möller, a.a.O. 
（Fn.3）, §170, Rn.19, S.767 〔Winter〕）。
（333）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.20, S.767 〔Winter〕.
（334）　Prölss, Der Eintritt Dritter in den Lebensversicherungsvertrag nach §177 neue 
Fassung des Versicherungsvertragsgesetzes, DR 1940, S.772-773 は、母法であるオー
ストリア法がドイツに導入された際の表現が変えられたことを強調する（そのほか、
Brunn, Bemerkungen zum neuen Eintrittrecht in der Lebenversicherung, Deutsches 
öffentlich- rechtliche Versicherung 1940, S.181; Bosch, Das Eintrittrecht in der 




（335）　Hagemann, a.a.O. （Fn.315）, ZVersWiss 1940, S.35; Laun, a.a.O. （Fn.320）, S.54, 61; 


















（336）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.21, S.767 〔Winter〕．
（337）　Hagemann, a.a.O. （Fn.315）, ZVersWiss 1940, S.34; Laun, a.a.O（Fn.320）, S.25; 
Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.21, S.767 〔Winter〕．
（338）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.21, S.767 〔Winter〕．もっとも、氏名によって
保険金受取人の指定がなされていない場合でも、保険契約者の「妻」、「子」については、
170 条 2 項の規定により、介入しうる場合がある。
（339）　Laun, a.a.O. （Fn.320）, S.25. 撤回可能性のない保険金受取人の指定がなされている場
合には、保険契約者の債権者は、保険金請求権について強制執行をすることはできな
いため、原則として介入権によって保護する必要がないことを理由としている
（Heilmann, a.a.O. （Fn.232）, NJW 1950, S.136）。















介入は、保険者の協力ではなく、保険契約者の承諾を得て、VVG 170 条 3







（341）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.24, S.768.
（342）　Brunn, a.a.O. （Fn.334）, S.181
（343）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.24, S.768 〔Winter〕.
（344）　Laun, a.a.O. （Fn.334）, S.43.
（345）　Brunn, a.a.O. （Fn.334）, S.181; Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.24, S.768 
〔Winter〕.
（346）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.28, S.768 〔Winter〕. なお、介入権制度は、本
来保険契約者が保険金請求権を自由に処分することができる場合を想定しているとす
る。
（347）　Laun, a.a.O. （Fn.320）, S.49; Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.28, S.768̶769 
〔Winter〕.
（348）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.28, S.769 〔Winter〕.
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諾（VVG 150 条 2 項）の場合とは異なり、書面による承諾をする必要はな
い（354）。この点から、VVG 170 条 1 項 1 文は、同 150 条 2 項の特別規定であ
（349）　Hagemann, a.a.O. （Fn.315）, ZVersWiss 1940, S.34; Laun, a.a.O. （Fn.320）, S.49; 
Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.28, S.769 〔Winter〕.
（350）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.29, S.769 〔Winter〕.
（351）　Laun, a.a.O. （Fn.320）, S.49; Prölss, a.a.O. （Fn.311）, DR 1940, S.773; Bruck/Möller, 
a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.30, S.769 〔Winter〕.
（352）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.31, S.769 〔Winter〕.
（353）　Laun, a.a.O. （Fn.320）, S.49; Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.32, S.769 
〔Winter〕.






よる承諾は、撤回することができず、かつ無条件であるが、VVG 170 条 3
項の期間内になされなければならない（357）。
（3）保険契約者の承諾の意思表示の内容












（355）　Laun, a.a.O. （Fn.320）, S.51; Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.35, S.769 
〔Winter〕.
（356）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.36, S.769 〔Winter〕.
（357）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.37, S.769 〔Winter〕.
（358）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.39, S.769 〔Winter〕.
（359）　Laun, a.a.O. （Fn.320）, S.52; Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.39, S.769 
〔Winter〕.
（360）　Brunn, a.a.O. （Fn.334）, S.182; Hagemann, a.a.O. （Fn.315）, ZVersWiss 1940, S.35; 
Bruck/ Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.40, S.770 〔Winter〕．これに対して、Laun, a.a.O. 
（Fn.320）, S.53 は観念の通知であり、到達は不要であるとする。
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（361）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.41, S.770 〔Winter〕; Laun, a.a.O. （Fn.320）, 
S.53-54.
（362）　Hasse, a.a.O. （Fn.198）, VersR 2005, S.33.
（363）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.45, S.770 〔Winter〕.
（364）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.45, S.770 〔Winter〕
（365）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.45, S.770 〔Winter〕; Laun, a.a.O. （Fn.320）, 
S.58.
（366）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.43, S.770 〔Winter〕.






















（368）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.43, S.770 〔Winter〕; Laun, a.a.O. （Fn.320）, 
S.60.
（369）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.44, S.770 〔Winter〕.
（370）　Erfling, Versicherungsverträge im Insolvenzrecht, BB 2004, S.617, 620; Prölss/
Martin, a.a.O. （Fn.3）§170 VVG, Rn.11-12, S.982 〔Reiff〕.
（371）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.46, S.770-771 〔Winter〕.
（372）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.47, S.771 〔Winter〕; Laun, a.a.O. （Fn.320）, 
S.60.



















（374）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.48, S.771 〔Winter〕; Laun, a.a.O. （Fn.320）, 
S.61.
（375）　Prölss/Martin, a.a.O. （Fn.3）§170 VVG, Rn.14, S.982; Rn.21, S.984 〔Reiff〕.
（376）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.49, S.771 〔Winter〕; Laun, a.a.O. （Fn.320）, 
S.63.
（377）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.49, S.771 〔Winter〕.
（378）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.50, S.771 〔Winter〕.
（379）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.50, S.771 〔Winter〕.























（381）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.51, S.772 〔Winter〕.
（382）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.53, S.772 〔Winter〕.
（383）　Hssse, a.a.O（Fn.198）, VersR 2005, S.15, 35 ff.BGH12.10.2011, VersR 2012, S.425-426.
（384）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.54, S.772 〔Winter〕; Hagemann, a.a.O. 
（Fn.315）, §170, ZVersWiss 1940, S.36.
（385）　Armbrüster/Pilz, a.a.O. （Fn.315）, KTS 2004, S.481, 502 ff.; König, a.a.O. （Fn.321）, 
















（386）　Hssse, a.a.O. （Fn.198）, VersR 2005, S.34.






 　同 2 項「このほか、債権者のある者の一身にのみ発生した事実は、その他の債権者
のために及びこれらの者に対して効力を有することはない。」
（388）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.57, S.772 〔Winter〕
（389）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.58, S.773 〔Winter〕; Hagemann, a.a.O. 
（Fn.315）, §170, ZVersWiss 1940, S.35.
























（391）　Bruck/Möller, a.a.O. （Fn.3）, §170, Rn.61, S.773 〔Winter〕．
（392）　Laun, a.a.O. （Fn.320）, S.71, 77-78.
（393）　Laun, a.a.O. （Fn.320）, S.71.
（394）　Hasse, a.a.O. （Fn.77）, S.198.















































































































































InsO 133 条および 134 条の規定にしたがい、受益権を取り消し、それによっ
て保険金請求権を破産財団へと帰属させることができる。
最後に、介入権制度について考察した。そこでは、上記のような保険金請
求権に対する強制執行の開始された場合または保険契約者が破産した場合に
は、氏名をもって指定されている保険金受取人、あるいは保険金受取人が指
定されていない場合または氏名によって指定されていない場合であっても、
保険契約者の「妻（配偶者）」または「子」は、解約返戻金額を債権者に提
供することによって、保険契約に介入することができる。介入権を行使した
結果、介入権者は、以後新たな保険契約者となる。
以上のドイツ法における第三者のためにする生命保険契約に関する考察に
これまでのフランス法およびアメリカ法における考察の内容も踏まえて、次
章では、第 1 章で設定した問題について、わが国の法制度における具体的な
解釈論を展開していきたい。

